参考様式８－１
履修第　　　　　　　－　　号
喀痰吸引等研修一部履修証明書

氏　　名　　
生年月日　
　　　 　
上記の者は、社会福祉士及び介護福祉士法（昭和６２年法律第３０号）附則第１３条及び社会福祉士及び介護福祉士法施行規則別表第２号に定める喀痰吸引等研修について、次の科目を履修したことを証明する。
	
	科　　　　　　目
	履修状況

	講　　　　義
	人間と社会
	

	
	保健医療制度とチーム医療
	

	
	安全な療養生活
	

	
	清潔保持と感染予防
	

	
	健康状態の把握
	

	
	高齢者及び障害児・者の喀痰吸引概論
	

	
	高齢者及び障害児・者の喀痰吸引実施手順解説
	

	
	高齢者及び障害児・者の経管栄養概論
	

	
	高齢者及び障害児・者の経管栄養実施手順解説
	

	
	評価（筆記試験）
	

	演　　習
	口腔内の喀痰吸引
	

	
	鼻腔内の喀痰吸引
	

	
	気管カニューレ内部の喀痰吸引
	

	
	胃ろう又は腸ろうによる経管栄養
	

	
	経鼻経管栄養
	

	
	救急蘇生法
	

	
	評価
	

	実地研修
	口腔内の喀痰吸引
	

	
	鼻腔内の喀痰吸引
	

	
	気管カニューレ内部の喀痰吸引
	

	
	胃ろう又は腸ろうによる経管栄養
	

	
	経鼻経管栄養
	


　
年　　月　　日

愛知県知事登録 　　

登録研修機関名　　
法　　人　　名    
法人代表者の　　　
職名及び氏名
＜裏面＞

注　１　この証明書は、研修課程のうち一部の科目のみを履修した方に対して、研修修了時点で交付するものです。

　　２　この「喀痰吸引等研修一部履修証明書」により、「認定特定行為業務従事者認定証」の交付申請をすることはできません。

　　３　「認定特定行為業務従事者認定証」の交付申請をするためには、表面に記載した科目のうち、「履修済」と記載されていない科目について、改めて、登録研修機関（第１号又は第２号の不特定多数を対象とした研修機関であれば、いずれの研修機関でも受講可能）で履修し、その研修機関から「喀痰吸引等研修修了証」の交付を受ける必要があります。

　　４　登録研修機関で改めて研修を受講する際に、この「喀痰吸引等研修一部履修証明書」の提出を求められますので、大切に保管してください。

　　５　人工呼吸器装着者に対する喀痰吸引の演習、実地研修について履修した場合は、演習及び実地研修の欄を追加してください。
参考様式８－２

履修第　　　　　　　－　　号

喀痰吸引等研修一部履修証明書

氏　　名　　
生年月日　

　　　 　
上記の者は、社会福祉士及び介護福祉士法（昭和６２年法律第３０号）附則第１３条及び社会福祉士及び介護福祉士法施行規則別表第３号に定める喀痰吸引等研修について、次の科目を履修したことを証明する。
	
	科　　　　　　目
	履修状況

	　講　　義
	重度障害児・者等の地域生活等に関する講義
	

	
	喀痰吸引等を必要とする重度障害児・者の障害及び支援に関する講義
	

	
	緊急時の対応及び危険防止に関する講義
	

	
	評価（筆記試験）
	

	演習
	喀痰吸引等に関する演習
	

	
	評価
	

	実地研修
	口腔内の喀痰吸引
	

	
	鼻腔内の喀痰吸引
	

	
	気管カニューレ内部の喀痰吸引
	

	
	胃ろう又は腸ろうによる経管栄養
	

	
	経鼻経管栄養
	


　

年　　月　　日

愛知県知事登録 　　

登録研修機関名　　

法　　人　　名    

法人代表者の　　　
職名及び氏名
＜裏面＞

注　１　この証明書は、研修課程のうち一部の科目のみを履修した方に対して、研修修了時点で交付するものです。

　　２　この「喀痰吸引等研修一部履修証明書」により、「認定特定行為業務従事者認定証」の交付申請をすることはできません。

　　３　「認定特定行為業務従事者認定証」の交付申請をするためには、表面に記載した科目のうち、「履修済」と記載されていない科目について、改めて、登録研修機関（第３号の特定の方を対象とした研修機関であれば、いずれの研修機関でも受講可能）で履修し、その研修機関から「喀痰吸引等研修修了証」の交付を受ける必要があります。

　　４　登録研修機関で改めて研修を受講する際に、この「喀痰吸引等研修一部履修証明書」の提出を求められますので、大切に保管してください。
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